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本日の内容

これまでの取組みと課題

スタートアップ支援制度

meaQsシステム
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A 各レベルに沿っ
た教育活動

データに基づ
くFD活動

学修成果の可視化

理念・達成目標
の設定
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内部質保証システムの重層化

佐藤浩章（2015）FDの実践的課題解決のための重層的アプローチ大学教育学会課題研究報告書、森
朋子・紺田広明（2017）関西大学の内部質保証システムにおける教学IＲのデザイン参照

GPA，学生調査、
eポートフォリオ
データの活用
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ＧＰＡの分析

これまでのマクロレベルでの取組み

学生調査の分析

入学して半年間が学
生の成績を規定する

可能性

初年次ゼミナール
の導入

英語の運用能力が
伸びていない可能性

Academic English
の導入

データの分析 課題の抽出 解決策の導入
Check Action

eポートフォリオ
の分析

特定の講義科目の
授業外学修時間が

短い可能性

授業外学修時間
の達成目標を設定



• 学位プログラムレベルでの示唆にはなりにくい

• 学生調査等の分析データはあくまで「部外者（セン
ター）」が主体の調査

• 各部局の教員が内部質保証システムについて十分に
理解していない

各部局が主体的に内部質保証システムの
構築を推進できるように支援する必要性

全学レベルでの可視化
（全学レベルでのデータの分析）

→全学共通教育に示唆



• 年間６～８回程度会議を開催

• 参加者：副学長，学域長，高等教育開発センター長等

• 教育の全学基本方針（e.g., 内部質保証システムの構築）
について執行部主導ではなくボトムアップ型で議論を行う

目的（の一部）

学士課程を中心とした教育の内部質保証シ
ステムの構築

2017年度教育戦略室の発足と取組み



Point 1 各学類の教員が内部質保証システムについて
理解を深めるための方策を支援する

Point 2 各学類の教員が学修成果を可視化するため
の方策を支援する

目的

教育プログラムにおける質の保証・向上
に資する部局での取組みの立ち上げに対

して経費支援を行うこと

2018年度スタートアップ支援制度



スタートアップ支援制度の取組みの例

卒業研究

標準化テスト

学生調査
eポートフォリオ

学修成果の可視化

アクティブ・ラーニング

A学類

セミナー，参照規準を参考に体制を
構築（e.g., 卒論のルーブリック作成）

B学類
GPS-Academicを実施予定

Ｅ学類

アクティブ・ラーニング，国家試験合
格を支援するためのシステムを開発

C学類
PROGテストの実施とGPA，eポート
フォリオデータとの関連を分析予定国家試験

高等教育開発センターが支援

D学類
模試の活用を検討



各部局が主体的に内部質保証システム
の構築を推進できるように支援すること

2018年度スタートアップ支援制度の狙い

• ４年間の継続的な支援を実施予定

• 得られた成果や抽出された課題については全学の会議や
教育戦略室会議等で議論していく予定

• 部局を主体とした内部質保証システムの構築を目指す



アクティブ・ラーニング

• 知識の「内化」と「外化」の往還がポイント
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学生にあるものごとを行わせ、行っているもの
ごとについて考えさせること
（Bonwell & Eison, 1991)



• 不活性知識
（inert knowledge: Whitehead, 1929）

• 教えられた文脈の範囲内でしか使
えない知識。

• 有意味学習
（meaningful learning: Ausubel & Robinson, 1984）

• 「意味」とは、あることと他のことを「関連づける
こと」であり、知識のネットワークを構成すること
が意味のある学習。
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不活性知識と意味学習

内化＝学習者が知識を体制化したり精緻化することで知
識のネットワークを構成すること



アクティブ・ラーニングを実践するポイント

• 方策１：教授学習法で支援する→反転授業

• 方策２：ＩＣＴで支援する→meaQsシステムの開発
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内化 外化

アクティブ・ラーニング

内化・外化を
どのように支
援するか



meaQsシステムの開発
（meanings well up from the Question sharing!）
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• 環境システム学類岡本真彦教授が中心になって開
発した問題作成システム

– 選択問題と記述問題を作成可能

• コメント機能によって学生同士が議論する場を構築

内化 外化

アクティブ・ラーニング

コメント
機能で支援

問題作成
機能で支援
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meaQs

meaQsを有効に機能させるためには、科目の特性、クラスサイズ、
個人特性を考慮して授業をデザインする必要がある

専門科目



meaQsの質保証への活用

• forQs（formative assessment with question 
sharing）システムの開発

• 問題集約システム

• 専攻の必修科目でmeaQsを使用

→問題をプール

→公認心理師試験での対策に活用
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宣伝
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• meaQsはLMSにmoodleを利用している大学
の先生なら誰でも使えます。

• 興味を持たれた先生はいつでも岡本真彦先
生ご連絡ください。

• （ＡＰ合同フォーラムで話をきいたとおっしゃっ
ていただければスムーズに対応できます）

• meaQs シ ス テ ム ： http://www.ess.osakafu-
u.ac.jp/human/okamoto/squish/
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